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Ⅰ．緒言
　看護基礎教育において、臨地実習は、講義を臨地の現
象と結び付けて考える貴重な場であり、臨地実習そのも
のが「授業」として位置づけられている１）。
　臨地実習には、実習施設、臨地実習指導者（以下、実
習指導者とする）、教員など様々な要素が影響している。
実習の教育課程全体に責任をもつのは教員であるが、臨
地実習においては実習指導者の協力が重要となる。実習
指導者は、学生の学習意欲、患者と学生の関係性へ影響
を与える存在であり、臨地実習における重要な要素と位
置づけることができる。しかしながら、臨地実習に関す
る研究は増加傾向にある一方で、教員や学生を対象とし
たものが多くを占め、実習指導者を対象としたもの、あ
るいは実習指導者と教員の協働に関する事柄を対象とし
た研究は非常に少ない２）３）４）。
　実習指導者と教員の協働に影響する実習指導者の要因
に関する研究によると、実習指導者が看護師としての役
割を認識していることが、協働に影響することが明ら
かになっている。その役割の内容として、実習指導者
が「ロールモデルを示すこと」、「学生の意志を尊重した
関わりをもつこと」だと述べられている５）。また、特定
の部署が、異なる教育課程数を受け入れることが、指導
者の不安でもあり協働を阻む要因の一つでもあること６）
が明らかになっている。さらに、実習指導者は、協働に
関して、学生への対応や指導方法など、教員の関与を求
めていること７）が明らかになっている。これらのこと
から、実習指導者は、様々な課題や不安をもちながら実
習指導に臨んでいることが推測され、実習指導者である
看護師が、指導についてどのように考えているかを明ら
かにすることは、今後の実習指導体制を検討する上で有
用であると考える。
　教員と実習指導者が担う役割、実習指導者が指導にあ
たって抱える課題や困難等は概観されてはいるが、その
役割や課題・困難は実習施設や大学、実習目標の在り方
によって固有のものがあると考えられる。そこで、本研
究では、A大学の成人看護学領域における臨地実習に関
わる実習指導者の実習方法に関する意識を明らかにする
ことを目的とした。
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　本研究の目的は、実習指導者の指導観を明らかにすることである。A大学の成人看護学領域の実習を担う
実習指導者３名を対象に、実習指導に関する半構成的面接を行い、面接内容を質問項目ごとに質的に分析し
た。
　その結果、学生を指導する上で大切にしていることは、【モデルとなるよう行動する】【学生の思考を尊重
する】【学生が安全に援助を行うために調整する】【学生の周囲との関係性に配慮する】【患者理解を助ける】【患
者の安全・安寧を守る】【適切な最終目標が達成できるように導く】【患者中心の看護であることを強調する】
の８つのカテゴリから構成されていた。実習指導者としての姿勢では、【学生のありのままを受け入れる】【自
己をコントロールすることの重要性を伝える】【謙虚さ】の３つのカテゴリから構成され、実習環境の調整は、
【他職種・スタッフに協力を依頼する】【実習指導の方向性を統一する】【教員と相談しながら関わる】の３
つのカテゴリから構成されていた。実習指導者の喜びは、【学生がヒューマンケアリングを実践している】【学
生の懸命な姿勢】の２つのカテゴリから構成され、葛藤・課題は【看護師であり実習指導者であることの葛
藤】【実習指導を担当する看護師の不足】【学生の技術実践の機会の減少】【多職種協働の中での看護の役割
を見出す】の４つのカテゴリから構成されていた。これら20カテゴリのうち、14カテゴリは、指導観を形成
する３つの要因としてまとめることができた。３つの要因は、『倫理的な態度を維持する』『コーチング』『患
者の経験に焦点を当てる』であった。
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Ⅱ．研究目的
　本研究の目的は、成人看護学領域における実習指導者
の指導観を明らかにすることである。
Ⅲ．研究方法
１．用語の定義
　本研究において、指導観とは、佐藤が述べている指導
観の定義８）に基づき、「教材観、学生観を基盤にし、指
導面でとくに意図することやその指導の価値についての
考え方」とした。
２．研究参加者
　研究参加者は、A大学看護学部の３年次後期に履修す
る成人看護学領域の臨地実習である「療養生活援助実習
Ⅰ」あるいは「治療・回復過程援助実習」の実習指導を
行った経験があり、本研究の主旨に同意した看護師３名
である。
３．データ収集方法
　研究参加者に対して、インタビューガイドを用いた半
構成的面接を行った。面接は、実習指導者が勤務する
施設内の個室で行い、面接内容はICレコーダに録音し、
逐語録とした。
　面接内容は、実習指導者の年齢等の基本的属性につい
てのデータを得た後、学生を指導する上で大切にしてい
ること、実習環境の調整などについて面接を行った。な
お、インタビューガイドは、研究者が実習指導者に関す
る文献をレビューした内容を基に考案した。
　面接は、平成25年２月から４月に行った。
４．分析方法
　分析は、逐語録を精読し、インタビューガイドの項目
毎に、指導面でとくに意図することやその指導の価値に
ついての考え方に関連する内容を抽出し、コードとした。
それぞれのコードについて、類似性にしたがって類型化
し、サブカテゴリ、カテゴリを抽出した。
　分析にあたっては、研究者間で合意が得られるまで討
議し、信頼性の確保に努めた。
５．倫理的配慮
　本研究は、A大学倫理委員会による審査を受け、以下
のことに配慮し、承認を得た。
　研究の実施にあたり、施設の看護部の長に研究の主旨
について文書及び口頭で説明し、承諾を得た。研究参加
者にも、研究の概要、研究への参加は自由意思によるも
のであり、研究参加の可否は管理者に知られることはな
いこと、途中辞退が可能であること、プライバシーの保
護、研究内容は学会等で発表する可能性があることにつ
いて文書を用いて口頭で説明し、同意書への署名をもっ
て同意を得たこととした。
Ⅳ．研究結果
１．研究参加者の背景
　実習指導者３名は、看護師経験年数は３名共に10年以
上であり、実習指導経験年数は２～３年であった。全員
が女性であり、看護協会主催の実習指導者研修会等を受
講していた。職位は主任が１名、スタッフが２名で、実
習指導に専任で臨んでいるものが２名、専任あるいは兼
任で臨んでいるものが１名であった。面接時間は46 ～
65分であった（表２）。
　
２．実習指導者の指導観
　研究参加者が語った内容を、インタビューガイドの項
目毎に分析した。なお、カテゴリは【　】、サブカテゴ
リは《　》、コードは“　”で表す。
表２　研究参加者の概要
看護師
経験年数
実習指導経
験年数
性別
他施設での勤
務経験
指導者講習受
講の有無
実習指導
体制
職位
面接時間
（分）
A 10 ３ 女 無 有 専任 スタッフ 60
B 18 ３ 女 有 有 専任 主任 65
C 13 ２ 女 有 有 専任/兼任 スタッフ 46
表１　インタビューガイドの項目
１．基本的属性
２．学生を指導する上で大切にしていること
　１）実習指導者としての姿勢
　２）実習目標の理解
３．実習環境の調整
４．実習指導をしていて喜びを感じたこと
５．実習指導の葛藤・課題
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１）学生を指導する上で大切にしていること
　学生を指導する上で大切にしていることは、８カテゴ
リ、19サブカテゴリから構成されていた（表３）。
　８つのカテゴリは、【モデルとなるよう行動する】【学
生の思考を尊重する】【学生が安全に援助を行うために
調整する】【学生の周囲との関係性に配慮する】【患者理
表３　学生を指導する上で大切にしていること
カテゴリ サブカテゴリ 内容
モデルとなるよう
行動する
着実に援助する
・基本をきちっと教えようということは心がけている
・一つひとつ（の援助）をきちっと、ちゃんと、ゆっくりやっていく
・普段よりゆっくり目にする
患者を尊重する姿勢を示す
・敬語というか、どうしても馴れ合いになって喋っているところもあるんで、そうい
うところは注意はしようと思っています
・言葉遣い。学生に真似されて困る言葉遣いはなるべくその時はしないように
・言葉遣いが結構きついので、言葉の、声のかけ方はすごく気を付けるようにしては
してる
・声かけとか姿勢とか、姿勢というか、患者さんにどの位置から関わるかとかそこを
見てほしい
・ちゃんと（患者に）声をかけて、当たり前のことで「患者さんと向き合ってますよ」っ
ていうことをちゃんと提示はするようにしてます
学生の思考を尊重
する
行動や思考の根拠を問う
・どういう思いでこうしたいかということを、ちゃんと聞かなあかん
・何でこれ（看護計画）を立てたかとか、なぜこれをしたいかとか、その辺の理由が
私はちょっと聞きたい
自ら考え行動するプロセス
を重視する
・「どう思う？」と声をかける
・最初はできるだけ見守る
・こうあるべきっていうのを取って大らかに考えられるようにはしてる
・答えを言わないようには心がけている
振り返りを促す
・どういうところに注意しながらやったのか後で確認する
・後の振り返りをする
・学生と患者の様子を覗き、援助に一緒に入り、何が原因かを探る
学生が安全に援助
を行うために調整
する
観察の仕方に配慮する ・監視されている気がするので、遠巻きでは見ない・技術的なところでチェックしたい時はこっそり覗く
すぐにサポートできる距離
を保つ
・患者さんの顔が見える位置にいるようにはしている。手際によってすぐ隣に立って
声かけながらやるか、少し離れて見てるかですね
準備状況を確認する
・準備がちゃんとできてるかどうかってところから
・始める前の声かけがどうかとか、実際の手技よりも患者さんの顔を見てるかとか
・焦らすと学生はパニックになるので、物品の準備など（時間の）短縮できるところ
を短縮する
学生の周囲との関
係性に配慮する
学生への指導内容が周囲に
知られないよう配慮する
・カンファレンスとかになって、全体のことでみんなで話し合いになるから、なるべ
くその時に言ってあげた方がいいのかな
・カンファレンスの場で全体の話として言うだとか、準備室で二人になったときに言
うとか
・あまり周りに注意されているというか、指導されているっていうのが伝わり過ぎな
いようには
学生と患者との関係性に配
慮する
・患者さんがいる前だと、あんまりきつく言うと（患者と学生の）関係が壊れたら困
る
・指導に関しては、よほど危険じゃない限りは一旦終わって（患者の部屋から）出て
から。その場で（注意）したほうが学生には響くのかなとは思うんですけど
学生がリラックスできる雰
囲気を作る
・なるべく声をかけられやすいようにはしてます
・かなり自分が緊張するので、どうしても口調もきつくなるし、早口にもなるので、
笑顔を心がけている
患者理解を助ける 患者の思いを患者の言葉で聴かせる
・（患者に）患者の反応を言葉として出してもらえるよう関わる
・患者の声を聴いてもらいたい
・患者が実際どう思っているか、その時の生の声として聴いた方が、学生の胸にも響
くと思う
患者の安全・安寧
を守る
患者に配慮する
・患者の表情を見て大丈夫か判断しながら再度学生が実践することを患者に伝える
・学生と指導者が一緒に関わっていることを患者にはっきり示すため、近くで見る
・学生は技術（の実践）に時間がかかることを患者に伝える
・「一通りこういうことをします」っていうことだけ言って、後、やり方を見ていっ
てもらう。患者さんの前で説明すると、嫌がる方もいらっしゃるので
・患者さんが嫌そうな顔というか、そういう表情が出たらすぐに（援助を）止めます
患者の安全を守る
・感染のことについても学生にちゃんとその都度の説明
・安全管理と感染管理
・一番最初の時に、患者さんの危険がない限りは、安全が守れるんであれば何しても
らってもいいっていうことは必ず提示させてもらって
適切な最終目標が
達成できるように
導く
最終目標の達成に向けて短
期目標を設定する
・大きな目標の中で、それに向けての小目標をっていうようには声掛けするようには
してる
・計画に沿った日々の計画が挙がってるのかなっていうのを、気にはなる
目標設定が適切であるよう
指導する
・ずれた目標設定をしたときには、「この目標ではどうかな」と投げかけ、振り返れ
るよう訂正する
継続看護の視点で指導する ・実習が終わってからも続けられるようなプランを立ててもらうようにという話を一応最初にする
患者中心の看護で
あることを強調す
る
患者の目標設定だというこ
とを強調する
・患者さんのあくまで目標なんですよっていうことは言う
・援助の時間はつらくないか考えさせる、患者と相談するよう返す
・患者のニードに目を向けさせる
患者のニードに目を向けさ
せる ・この人の一番困ってることは何番目とかそのへんは聞いて
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解を助ける】【患者の安全・安寧を守る】【適切な最終目
標が達成できるように導く】【患者中心の看護であるこ
とを強調する】であった。
　実習指導者は、実習目標を念頭に置きつつ、自分自身
の行動がモデルとなるよう、《着実に援助する》こと、《患
者を尊重する姿勢を示す》ことを普段よりも意識しなが
ら、実習指導に臨んでいた。そして、実習指導者は、《行
動や思考の根拠を問う》《振り返りを促す》ことをとお
して《自ら考え行動するプロセスを重視する》ことを大
切にしていた。また、患者に援助を提供する際には、《準
備状況を確認する》《すぐにサポートできる距離を保つ》
ことを行いながら、“監視されている気がするので、遠
巻きでは見ない”、“こっそりチェックする”など、《観
察の仕方に配慮する》姿勢が見られた。学生間の関係、
学生と患者の関係にも配慮し、《学生への指導内容が周
囲に知られないよう配慮する》などしていた。さらに、
実習指導者は【患者理解を助ける】ために、“患者の声
を聴いてもらいたい”、“患者が実際どう思っているか、
その時の生の声として聴いた方が、学生の胸にも響くと
思う”という思いから、実習指導者が患者の思いを代弁
するのではなく、《患者の思いを患者の声で聴かせる》
ことを重視していた。
　また、実習指導者は看護師として、《患者に配慮する》
《患者の安全を守る》ことで、【患者の安全・安寧を守る】
ことを優先していた。
２）実習指導者としての姿勢
　指導者の姿勢は，３カテゴリ、６サブカテゴリから構
成されていた（表４）。
　３つのカテゴリは、【学生のありのままを受け入れる】
【自己をコントロールすることの重要性を伝える】【謙虚
さ】であった。
　実習指導者は、“学生を先入観をもってみないこと、
見ちゃいけない”と《学生をありのままに見ること》を
意識し、《学生が好き》という思いを抱きながら《学生
の変化に気づく》ために、学生を注意深く見ていた。ま
た、専門職として重要なことを享受するために、《健康
管理の重要性を伝える》《自己の感情をコントロールす
る必要性を伝える》ことを行っていた。
３）実習環境の調整
　実習環境の調整は、３カテゴリ、８サブカテゴリから
構成されていた（表５）。
　３つのカテゴリは、【他職種・スタッフに協力を依頼
する】【実習指導の方向性を統一する】【教員と相談しな
がら関わる】であった。
　実習指導者は、《スタッフの特性を把握》し、《スタッ
フの協力に感謝する》ことをしながら、《スタッフに協
力を依頼する》ようにしていた。また、《スタッフ間で
学生の情報共有をする》こと、《学生がスタッフに看護
計画を伝える》ことをとおして、【実習指導の方向性を
統一】していた。《教員との連携の重要性を理解》し、《教
員を信頼》《教員に相談》しながら実習指導していた。
４）実習指導をしていて喜びを感じたこと
　実習指導をしていて喜びを感じたことは、２カテゴリ、
４サブカテゴリから構成されていた（表６）。
　２つのカテゴリは、【学生がヒューマンケアリングを
実践している】【学生の懸命な姿勢】であった。
　実習指導者は、実習をとおして《学生が人間の成長に
ついて理解する》場面に遭遇したり、《学生が患者と良
好な関係を築いている》ことを実感したりしたときに実
表４　実習指導者としての姿勢
カテゴリ サブカテゴリ 内容
学生のありのまま
を受け入れる
学生をありのまま見る
・学生を先入観をもってみないこと、見ちゃいけない
・学生を信じること、その子の人生を信じる
・その子の存在自体を認めてあげたい
学生が好き
・どんな学生さんであれ大好き
・感じたことを素直に表現する、青年ゆえの反応が大好き
学生の変化に気づく
・チャンスを逃さないよう、自分の中でアンテナを張るようにしている
・（学生の）歩き方がいつもと違うことを察知する
・感情を内に秘めた学生だと思い、言葉として聞き出すようにした
自己をコントロー
ルすることの重要
性を伝える
健康管理の重要性を伝える ・自分の健康管理も大事やなって。学生さんにはずっと言うんだけど。
自己の感情をコントロール
する必要性を伝える
・自分たち（学生間）の人間関係のことで患者さんに迷惑かけてほしくないと思う
謙虚さ 謙虚な姿勢で協力する
・「謙虚な姿勢で先生たちから学べ」と管理者に言われた
・病院全体で（実習指導に協力する）って言われていることが浸透しているのかなっ
て思う
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習指導の喜びを感じていた。また、時間の経過とともに
《学生のモチベーションが向上している》ことを実感し
たり、《看護の初心を教えられる》という体験をとおして、
学生の懸命さに喜びを感じていた。
５）実習指導の葛藤・課題
　実習指導の葛藤・課題は、４カテゴリ、５サブカテゴ
リから構成されていた（表７）。
　４つのカテゴリは、【看護師であり実習指導者である
ことの葛藤】【実習指導を担当する看護師の不足】【学生
の技術実践の機会の減少】【多職種協働の中での看護の
役割を見出す】であった。
　実習指導者は、施設に所属する看護師でありながら、
他施設の学生を指導するという立場にあり、《病棟の業
務との兼ね合い》や《学生と患者との関係性の悪化》の
間で、何を優先すべきか迷っていた。また、《同じ立場
の相談相手がいない》ことで、“どう対処していいんか
分からへん”と感じていた。さらに、《学生が体験でき
る内容の制約》が、学生の技術実践の機会を奪っている
ことにも葛藤を抱いていた。多職種協働については、リ
ハビリスタッフなどの《他職種の説明を学生がそのまま
看護計画に結びつける》場面があり、多職種協働の中で
の看護の役割を見出し伝えることが課題だと捉えてい
た。　
６）実習指導者の指導観
　インタビューガイドに沿って質問した結果から導き出
された20カテゴリのうち、14カテゴリは、指導観を形成
する３つの要因としてまとめることができた（表８）。
その結果、実習指導者の指導観には『倫理的な態度を維
持する』『コーチング』『患者の経験に焦点を当てる』の
３つの要因があることが見出された。
表５　実習環境の調整
カテゴリ サブカテゴリ 内容
他職種・スタッフ
に協力を依頼する
スタッフの特性を把握する
・中には正当なこと言うんですけどちょっときついスタッフもいるので、ちょっとそ
こは（気に掛けるようにしている）
スタッフに協力を依頼する
・担当の看護師、プライマリーの看護師にこういう計画でこういうことをしているの
でフォローをしてほしいと頼んでみることもあります
・看護スタッフだけじゃなくてリハスタッフもいるので、そこに担当者をつかまえに
行って、学生の話を聴いてほしいっていうお願いをしたり
スタッフの協力に感謝する
・スタッフの人が協力してくれてどれだけ忙しくても耳を傾けてくれているので、助
かっている
実習指導の方向性
を統一する
スタッフ間で学生の情報共
有をする
・連絡事項的なことだけはメモで、ノートでしてたり
・気になったところ、指導の視点など、学生個々の情報を伝えている
・連絡ノートを作っている
学生がスタッフに計画を伝
える
・パンフレット、何かが出来てきたっていうたら、なるべくみんなの前で発表して、
これ活用していきたいと言うこととかはその場で報告させてもらう
・病院全体で（実習指導に協力する）って言われてることが浸透してるのかなって思
う
教員と相談しなが
ら関わる
教員との連携の重要性を理
解している
・学生が迷わないよう、教員との垣根を取って、お互い協力していく指導の大切さを
研修で学んだ
・教員や指導者が学生に密着して関わることで、学生の軌道修正ができる
・教員、指導者のどちらかが、全体的な流れがわかれば、学生の変化に気づける
教員に相談する
・その時（相談したいことがある時）の第１選択はたぶん教員の方になって。その後
にほかの病棟の実習指導者に相談して、どう実習を進めていくかだとか
教員を信頼する
・教員とは話しやすい。信頼しているので、安心して甘えられる
・教員とは、同じところを見て同じ感性で話ができるので、すごく嬉しい
表６　実習指導をしていて喜びを感じたこと
カテゴリ サブカテゴリ 内容
学生がヒューマン
ケアリングを実践
している
学生が人間の成長について
理解する
・「どの発達段階でも（患者は）成長するんだっていうことが理解できました」みた
いなこと言うとって
学生が患者と良好な関係を
築いている
・コミュニケーションで悩んでいた学生が、患者とよい人間関係を築いて話をしてい
る瞬間
学生の懸命な姿勢
学生のモチベーションが向
上している
・今までで一番頑張ってますって本人が言ってたのはホッとしました
・実習の最初と最後とで学生の反応や意欲が変化している時
看護の初心を教えられる
・看護としての、初心みたいなものを教えてもらっている。瞬間垣間見れるっていう
のが嬉しい
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Ⅴ．考察
１．実習指導者の指導観
１）倫理的な態度を維持する
　実習指導者は、看護師として【患者の安全・安楽を守
る】ことを優先しながら、専門職として【自己をコント
ロールすることの重要性を教える】よう学生に関わって
いる姿勢が見出された。また、実習指導者が、【学生の
ありのままを受け入れる】【学生の思考を尊重する】こ
とによって、学生を一人の人間として尊重していること
が明らかになった。
　実習指導者が、看護者であり、同時に指導者であるこ
とは多くの文献で述べられており、患者の安全と学生の
学習のバランスを取りながら、実習指導に臨むことの重
要性が明らかにされている９）10）。このことは、本研究で、
実習指導者が、看護師として患者の安全を守りながら、
学生の学習、さらには専門職としての姿勢まで教授しよ
うとする姿勢と一致する。さらに、実習指導者は、効果
的な教授となるよう、学生を一人の人間として尊重して
いることが明らかになった。
２）コーチング
　実習指導者は、【適切な最終目標が達成できるように
導く】ために、【学生が安全に援助を行うために調整す
る】【他職種・スタッフに協力を依頼する】【教員と相談
しながら関わる】など【実習の方向性を統一する】よう
行動していた。また、学生に一方的に看護援助を行わせ
るのではなく、【モデルとなるよう行動する】ことも行っ
ていた。
　Bevis11）は、行動主義・経験主義のパラダイムでは、
学生の看護援助の判断や、考え方、学識などが軽視され
る傾向にあり、成果のみで評価を行う問題点があると述
べている。そして、学生の自主性を尊重する教育的ケア
リングの考え方を示している。実習指導者は、学生を実
習指導者の考える看護援助の枠に当てはめることなく、
学生の気づきを促したり、実習しやすい環境を整えたり
することでコーチングしていた。特に、実習しやすい環
境を整えるための、教員との連携について、先行研究で
表７　実習指導の葛藤・課題
カテゴリ サブカテゴリ 内容
看護師であり実習
指導者であること
の葛藤
学生と患者との関係性の悪
化
・（患者選定の）設定してからそういうこと（患者と学生のトラブル）があったとき
に変更というのんがすごい（葛藤）
・学生さんに（患者が）きつく当たってる時のちゃんとした仲介とかもできてたかな
とか
・（高次脳機能障害で）コミュニケーションの取り方がすごく難しい方がたまにいる
ので
病棟の業務との兼ね合い
・学生しか見ていなかった。それではだめ。業務が成り立ってこそ。そこの葛藤がす
ごくある
・指導したいことも、人や組織によって考え方が違うので、組織に属する以上はそこ
に従っていかなきゃいけない
・時間的な余裕によって、学生との関わる時間や振り返りに差がある
実習指導を担当す
る看護師の不足
同じ立場の相談相手がいな
い
・長い間、丸々２年くらいはずっと一人でやって来たので、自分のモデルがなくって、
どう対処していいんか分からへんかって
・カリキュラムとか、今どきの学生さんが分からないとかいう時に、誰に言ったらい
いのかなっていうのはあります
学生の技術実践の
機会の減少
学生が体験できる内容の制
約
・臨床出てきてしか体験できないことをできるだけ体験してほしいがいろんな規制や
制約がある。一人の判断でできない
・結局（血糖測定の実施等、看護技術の実施の）その機会自体が少なくなったり
・危ないから、移乗とかこっち（看護師）がすると、（学生は）移乗の勉強がなかな
かできひんかなと思ったり
多職種協働の中で
の看護の役割を見
出す
他職種の説明を学生がその
まま看護計画に結び付ける
・リハビリスタッフの説明が詳しすぎて、その意見が学生のプランに流れてしまう。
そこに看護師の視点っていうのはまだちょっと追いつかない
表８　指導観を形成する要因
要因 カテゴリ
倫理的な態度を
維持する
学生の思考を尊重する
患者の安全・安寧を守る
学生のありのままを受け入れる
自己をコントロールすることの重要性を教
える
謙虚さ
コーチング
適切な最終目標が達成できるように導く
モデルとなるよう行動する
学生が安全に援助を行うために調整する
学生と周囲との関係性に配慮する
他職種・スタッフに協力を依頼する
実習の方向性を統一する
教員と相談しながら関わる
患者の経験に焦
点を当てる
患者中心の看護であることを強調する
患者理解を助ける
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は教員との連携の困難について述べられおり12）13）、本研
究で明らかになった、「教員との連携の必要性を理解し、
教員を信頼し、相談する」という実習指導者の姿勢は、
本研究に特徴的であり、今後も現在の関係性を継続して
いくことの重要性が示唆された。
３）患者の経験に焦点を当てる
　実習指導者は、【患者中心の看護であることを強調す
る】【患者理解を助ける】ことで、患者の経験に焦点を
当てようとしていた。特に、【患者理解を助ける】ために、
《患者の思いを患者の言葉で聴かせる》ことは、本研究
に特徴的な内容であった。Kleinman14）は、病いは経験
であり、経験について知るためには、物語りをつうじて、
病いの経験にかかわる必要があることを強調している。
　研究参加者は３名共に慢性期病棟に勤務している。慢
性期にある患者の症状は非常に多様であり、たとえ同様
の症状を呈していても、その症状の体験は個人によって
異なる。《患者の思いを患者の言葉で聴かせる》という
実習指導者の指導方法は、慢性期の患者を対象に10年以
上看護してきた経験に基づくものであると推測され、慢
性期病棟の実習指導者に特徴的な指導観である可能性が
高いことが示唆された。
２．実習指導者としての経験
　実習指導者は、実習指導を行う過程で、様々な喜びや
葛藤を経験していることが明らかになった。
　本研究では実習指導者の喜びとして、【学生がヒュー
マンケアリングを実践している】【学生の懸命な姿勢】
が明らかになった。岩月らによる、臨地実習における教
育と臨床の協働に関する研究では、実習指導者および教
員は、学生の姿勢に初心を思い出したり、学生のかかわ
りによって患者が良い方向に変化していくことに喜びを
感じたりしていることが明らかになった。実習指導者が、
実習指導の過程で、学生と患者との関係性や学生の姿勢
に喜びを感じていることは先行研究の結果と一致してい
た。
　また、本研究で明らかになった《同じ立場の相談相手
がいない》という葛藤は、下田が実習指導者の自信のな
さへの影響因子として明らかにした『指導に対する評価
の不足』15）や、福井らが臨床実習指導者の抱える困難と
して明らかにした『実習指導に自信がもてない』『指導
方法に自信がもてない』12）と同様の内容であった。実習
指導者が、実習指導方法について相談する相手の存在、
実収指導評価の機会等の環境整備が必要であることが示
唆された。
３．研究の限界と課題
　本研究の研究参加者は、実習指導経験年数が３年以下
と比較的短い。指導経験が浅い間は、自己の実習指導方
法について振り返ったり、他者に相談したりする機会が
多い可能性が高く、実習指導経験年数が長い指導者の指
導観とは異なることも考えられる。
　また、研究参加者が３名と少ないことから、成人看護
学領域における実習指導者全体の特徴を表しているかど
うかは明らかではなく、今後も実習指導者への面接を継
続して行っていく必要性が示唆された。
　
Ⅵ．結論
１．実習指導者が、学生を指導する上で大切にしている
ことには、【モデルとなるよう行動する】【学生の思考
を尊重する】【学生が安全に援助を行うために調整す
る】【学生の周囲との関係性に配慮する】【患者理解を
助ける】【患者の安全・安寧を守る】【適切な最終目標
が達成できるように導く】【患者中心の看護であるこ
とを強調する】の８つのカテゴリがあった。
２．実習指導者の、指導者としての姿勢には、【学生の
ありのままを受け入れる】【自己をコントロールする
ことの重要性を伝える】【謙虚さ】の３つのカテゴリ
があった。
３．実習指導者が行う実習環境の調整には、【他職種・
スタッフに協力を依頼する】【実習指導の方向性を統
一する】【教員と相談しながら関わる】の３つのカテ
ゴリがあった。
４．実習指導者が、実習指導をしていて喜びを感じたこ
とは、【学生がヒューマンケアリングを実践している】
【学生の懸命な姿勢】の２つのカテゴリであった。ま
た、実習指導者の葛藤・課題には、【看護師であり実
習指導者であることの葛藤】【実習指導を担当する看
護師の不足】【学生の技術実践の機会の減少】【多職種
協働の中での看護の役割を見出す】の４つのカテゴリ
があった。
５．実習指導者の指導観は、『倫理的な態度を維持する』
『コーチング』『患者の経験に焦点を当てる』の３つの
要因から形成されていた。　
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